


2013年12月１日 第26号

○全国法人会総連合会長表彰
 （永年勤続役員功労者）

  副 会 長  森   昌 哉 氏

  常任理事  穴 井 道 博 氏

  常任理事  江 藤 秀 平 氏

○大分県法人会連合会長表彰

 （永年勤続役員功労者）

  理  事  長 野 雄 人 氏

  理  事  河 津 龍 治 氏

 （定年退任役員功労者）

  理  事  井 上 睦 子 氏

○日田玖珠法人会長表彰

 （退任役員特別功労者）

  副 会 長  藤 田 安 雄 氏

 （定年退任役員功労者）

  理  事  井 上 睦 子 氏

 （会員増強功労者）

  役員・会員  ８ 名

   受託会社  ２ 社

功 労 者 表 彰
 
︵
公
社
︶
日
田
玖
珠
法
人
会
・
第
25

回
定
時
総
会
は
、
去
る
５
月
28
日
午
後

３
時
か
ら
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ
イ
ン

に
お
い
て
、
笠
置
日
田
税
務
署
長
、
安

部
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
長
ほ
か
、

多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 

 
功
労
者
表
彰
及
び
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、

議
事
で
は
平
成
24
年
度
事
業
・
平
成
25

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
の
後
、

審
議
事
項
の
平
成
24
年
度
決
算
︵
財
務

諸
表
︶
及
び
役
員
承
認
の
件
に
つ

い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
承
認
さ
れ
た
新
役
員

の
名
簿
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
と
お
り
で
す
。

 

 
ま
た
、
総
会
後
の
記
念
講
演
会

で
は
、
西
日
本
新
聞
社
特
別
論
説

委
員
の
中
川
茂
氏
が
、
﹁
安
倍
政

権
下
で
の
日
本
経
済
、
九
州
経
済

の
行
方
﹂
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

平成25年度
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役職名

会 長

副 会 長

  〃  

  〃  

常任理事

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

理  事

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

氏  名

角   弘 起

佐 竹   享

森   昌 哉

穴 井 道 博

井 原 日出子

中 野 友 徳

喜 見 秀一郎

池 部 俊 慈

江 藤 秀 平

田 嶋   篤

綾 垣 一 喜

桑 野 雅 典

斉 藤 憲 昭

藤 本 忠 良

浅 田 健 治

河 野 博 文

竹 内 良 次

長 野 雄 人

佐 藤 加奈子

豊 田 忠 士

佐 藤  淳 司

穴 井 正 訓

安 部 匡 史

熊 谷 光 顕

右 田 昭 二

松 尾 紀代子

法  人  名

㈱ 想夫恋

㈲ スプリングの佐竹

㈱ タチバナ

㈱ 久大電設

㈱ ライト鉱油

㈱ 中野組

久栄建設 ㈱

㈾ グランドホテル山の湯

㈱ 大 日

㈱ 田嶋製作所

㈲ やまめの郷

㈲ とんかつ東華

㈲ カウベルランドくす

㈲ フジモト

㈾ 浅田商会

㈱ 河野組

㈲ 花の店タケウチ

亀の井酒造 ㈾

大交タクシー ㈲

㈲ ケイ・エス・ジー春日

大交タクシー ㈲

㈲ 穴井製材所

㈱ 豊州建設

八鹿酒造 ㈱

㈲ 玖珠運送

新成建設 ㈱

役職名

部 会 長

副部会長

  〃  

  〃  

  〃  

氏  名

中 野  和 子

松 尾 紀代子

佐 藤 加奈子

五反田 千 史

木 下 久美子

法  人  名

㈱ 中野組

新成建設 ㈱

大交タクシー ㈲

� 五反田胃腸科外科病院

� 恒心会 膳所医院

役職名

理 事

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

  〃  

監  事

  〃  

  〃  

氏  名

木 村  真 二

田 中 常 雄

河 津 龍 治

藤 原 秀 樹

横 尾 達 也

瀬 戸 亨一郎

井 福 武 光

後 藤 成 人

川 浪 龍 哉

石 川 尚 文

河 津   進

小 田 宜 男

熊 谷   徹

矢 野 伸 之

坂 田 藤 則

矢 野 則 行

園 田   匠

中 野 和 子

坂 本  高 晴

佐 藤 裕一郎

大 庭  清 見

板 井  秀 樹

五反田 千 史

秋 好 克 則

吉 武 勝 広

小ヶ内 聡 行

法  人  名

㈲ 木村設備

田中建設 ㈱

河津建設 ㈱

㈲ 藤原設計

㈲ カネサダ横尾木工所

瀬戸製材 ㈱

㈲ 竹茂本店

㈲ 藤山観光

㈱ 川浪組

㈱ 日田観光タクシー

㈲ 三隈造園

㈲ カネモリ小田製材所

㈱ 新 象

㈲ アシストエンジニアリング

ＳＴＡＦＦ ㈱

㈲ 矢野製材所

不二水道 ㈱

㈱ 中野組

㈲ 坂本建設

㈲ 日田ガス

㈲ 旅館本陣

㈱ 大分銀行日田支店

  五反田胃腸科外科病院

㈲ 秋好電子計算センター

㈲ 吉武建設

オガウチ税理士法人

�日田玖珠法人会 役員名簿

女性部会名簿

役職名

部 会 長

直前部会長

副部会長

  〃  

  〃  

氏  名

園 田   匠

長 野 雄 人

佐 藤 真 二

佐 藤 淳 司

高 橋 進太郎

法  人  名

不二水道 ㈱

亀の井酒造 ㈾

㈾ ホテル山光園

大交タクシー ㈲

㈲ 高橋三男商店

青年部会名簿
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法
人
会
全
国
大
会
が
、
平
成
25
年
10
月
３
日
㈭
、
青
森
市
の
リ
ン
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
約
一
八
〇
〇
人
が
集
ま

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
の
記
念
講
演
で
は
、
㈱
東
レ
経
営
研

究
所
特
別
顧
問
の
佐
々
木
常
夫
氏
が
﹁
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
経
営
と
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
﹂
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
第
二
部
の
大
会
式
典
は
、
稲
垣
国
税
庁
長
官
・
三
村
青
森
県
知
事
を

は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
会
員
増
強
・
研
修
参
加
率
向
上
・

福
利
厚
生
制
度
推
進
の
三
部
門
の
表
彰
、
税
制
改
正
の
提
言
、
租
税
教

育
活
動
の
報
告
が
あ
り
、
大
会
宣
言
を
採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

 

 
部
門
ご
と
の
表
彰
の
中
で
、
大
分
県
法
人
会
連
合
会
及
び
日
田
玖
珠

法
人
会
が
福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、
半
世
紀
を
超
え
る

歴
史
を
通
じ
、
﹁
健
全
な
納
税
者
の
団
体
﹂

と
し
て
、
税
の
活
動
を
中
心
に
広
く
社
会
へ

の
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

 

 
そ
の
歴
史
、
実
績
の
上
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

新
公
益
法
人
制
度
移
行
後
も
租
税
教
育
な
ど

税
の
啓
発
活
動
を
中
心
に
、
さ
ら
に
積
極
的

に
公
益
的
な
活
動
を
展
開
し
、
広
く
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
も
の
で
あ
る
。

 

 
一
方
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
亘
る

低
迷
を
経
て
、
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見

え
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
本
格
的
な
自

律
回
復
に
繋
げ
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
経

済
再
生
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る

﹁
３
本
の
矢
﹂
か
ら
な
る
経
済
政
策
を
一
体

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 
ま
た
、
国
家
的
課
題
で
あ
る
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
確
立
と
財
政
健
全
化
の
両

立
を
目
指
す
﹁
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
﹂

は
、
そ
の
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

 

 
今
後
、
聖
域
な
き
歳
出
削
減
の
徹
底
と
併

せ
、
あ
ら
ゆ
る
改
革
に
お
い
て
抜
本
的
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
こ
う
し
た
諸
課
題
に
向
け
、
わ
れ
わ
れ
法

人
会
は
﹁
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
﹂
を
取
り
ま
と
め
た
。

 

 
強
い
日
本
経
済
を
再
構
築
し
、
震
災
か
ら

の
復
興
を
加
速
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
わ

が
国
経
済
の
原
動
力
で
あ
る
と
と
も
に
、
地

域
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
の
活
性

化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
法
人
会
は
そ
の
た
め

の
税
制
の
確
立
を
強
く
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

 

 
創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
て

き
た
法
人
会
は
、
こ
こ
青
森
の
地
で
全
国
の

会
員
企
業
の
総
意
と
し
て
、
以
上
宣
言
す
る
。

 
平
成
25
年
10
月
３
日

 
 
 
 
全
国
法
人
会
総
連
合
全
国
大
会

大 

会 

宣 

言

(総 論)

  〇 まさに今。

    国・地方とも聖域なき行財政改革の断行を！

  〇 持続可能な社会保障制度を確立し、

    国民の将来不安の払拭を！

  〇 中小企業の重要性を認識し、

    経済活性化に資する税制措置の拡充を！

 (所得税)

  〇 所得税は広く薄く負担を求め、

    努力した人が報われる税制の構築を！

 (法人税)

  〇 法人実効税率は、

    欧州・アジア主要国並みの20％台に引き下げを！

 (事業承継税制)

  〇 本格的な事業承継税制を確立し、

    地域経済を支える中小企業に配慮を！

 (消費税)

  〇 消費税引き上げに際しては、

    景気に配慮するほか行財政改革の徹底を！

 (地方税関係)

  〇 国と地方の役割分担を見直し、

    地方の自立・自助の推進を！

 (震災復興)

  〇 被災地の復興を図るため、

    税制上の対応を含めて実効性のある措置を！

平成26年度 税制改正に関するスローガン


